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世界におくろう 愛と 希望の車いす 

お知らせ 
 

 

この度の東日本大震災によって

被害を受けられた皆様、そのご

家族に、心からお見舞いを申し

上げます。一日も早い被災地の

復興をお祈りいたします。希望

の車いすでは水戸の教会を通じ

ていわきに物資支援を行い、希

望の車いすが保有するバンを、

奥多摩で避難生活をしておられ

る福島の方々に6ヶ月の期限付き

で貸与しております。 

 

 

カンボジアに送るためのコンテ

ナの荷積み(120台)を4月12日に

行うことができました。ホーム

ページに動画をアップする予定

です。 

 

 

PBA（太平洋放送協会）のテレ

ビ番組「ライフ・ライン」のイ

ンタビュー(ペナー)と撮影が行

われました。放送日が決まりま

したらホームページでお知らせ

します。7月の予定です。 

 

 

モンゴルツアー(6／1－6／6)の

ご案内をホームページでご覧に

なれます。または事務局までお

問い合わせください。 

 

 

車いす贈呈 

2010年12/20 - 2011年4/12 

                 

       

2月の第4土曜日のクリーニングデイは大盛況でした！ 

これまで希望の車いすを支援してくださった全ての方へ、感謝の気持ちを伝えるために書かせて

いただいています。車椅子を寄付してくださった方、車椅子を清掃し修理してくださった方、新し

いタイヤやクッション購入のための資金を寄付してくださった方、アジアの最貧国へ車椅子を送る

という我々の使命を祈りで後押ししてくださった方、本当にたくさんの方々に支えていただいてお

ります。 

4月12日には、120台の車椅子を積んだコンテナーをカンボジアに送ることができました。我々一

同、非常に喜ばしい思いでおります。この車椅子を受け取る人の多くは、地雷の被害者です。地雷

による事故が起きる以前であっても、日本での私たちの収入と比べると、ほんのわずかな額しか稼

いでいなかった人もいます。地雷の事故の後は、そのわずかな収入源さえも断たれてしまいます。

したがって、たとえ車椅子が現地で手に入る状況であったとしても、彼らにとって車椅子を購入し

たり、借りたりすることは夢のまた夢なのです。カンボジアに送られるほとんどの車椅子にはハン

ドリムがついているため、車椅子を受け取った方が他の人に頼らず、自分で車椅子を動かし自立し

た生活を送ることができます。 

私たちの目的は、車椅子を支給できるような社会構造やプログラムが十分に整備されていない海

外の地域へ車椅子を届けることで、受け取った人々の人生が変わっていくことにあります。 

現在は、地震と津波による被害で、ここ日本でも非常に困難な生活を強いられている方々がいま

す。このような方々に支援の手を差し伸べることは私たちの義務であると同時に、支援をする貴重

な機会を与えていただいたとも感じています。 

車椅子という贈り物、そして希望という贈り物を通して、多くの人生が変わっています。皆様か

らの変わらぬご支援に心より感謝申し上げます。 
 

希望の車いす 理事長 メリー・ペナー  

希望の車いすは、毎週火曜日以外に、毎月1回第4土曜日にもクリーニ

ングデイを設けています。平日の火曜日では都合がつかない方でも、

土曜日なら出かけられるという方がいらっしゃると思います。 

2月の第4土曜日には、そんな方々が大勢来てくださいました。毎月来

てくださっているのは、伊藤忠ITCNの皆さん。社内に数あるCSR活動

の中でも、希望の車いすでの働きが特に認められて、今回社内で表彰

されたとかで、皆さんますます意気込んでおられます。もうクリーニ

ングデイにはおなじみの方が多いのですが、いつも社内から新しい方を

連れてきてくださるのには、感心させられます。ボランティアの輪が社

内でも広がっていることを感じます。毎回、いいチームワークで働いて

くださいます。 

ITCNさん以外に、今回は2つの新しいグループの方々が来てくださいま

した。ひとつは、旅行会社のH.I.S.さん。車いすで旅行するお客様を援

助・介護する働きにたずさわっておられる方々が来てくださいまし

た。お仕事柄、皆さん車いすに接する機会は多いので、クリーニン

グは初めてでも、車いすに対する視点と意気込みは、とても初めて

とは思えないものを感じさせられました。いきなり、タイヤの交換

をやってみたいというチャレンジ精神旺盛な方もいらして、驚かされ

ました。 

もうひとつのグループは、T.U.C.（東京ユニオンチャーチ）からユー

スグループの学生たちでした。以前、T.U.C.で希望の車いすの働きを

紹介したところ、やってみたいという意欲ある希望者が来てくれま

した。引率の先生や父兄を合わせると10名以上の人数になり、英語

での応対にはこちらの手も回りきれず、一時は何がどうなっている

んだ？みたいな雰囲気でした。でも皆さん、とても楽しく作業をし

てくださいました。 

と、いうわけでこの日は総勢38名、10台の車いすをクリーニング

しました。 

どうです？みなさんも土曜日に江古田にいらして、車いすを磨いてみませんか。 

12/20 マレーシア 1台 

12/27 ベトナム 1台 

1/2 カンボジア 6台 

1/2 タイ 3台 

1/5 フィリピン 2台 

1/11 ベトナム 1台 

1/18 カンボジア 1台 

2/14 中国 1台 

2/25 タイ 1台 

2/26 タイ 2台 

3/3 ベトナム 2台 

4/12 カンボジア 120台 

感謝 



「百聞は一見に如かず」という言葉があります。人の話を何回も聞くより、自分の目

で確かめるほうがよくわかるという意味です。日本で使われなくなった車いすを集

め、クリーニング・整備して、アジアの国々の人たちに贈る。この活動の素晴らしさ

を伝えるには、多くの言葉を費やすより映像をお見せするのが何よりの手段と思い、

様々な場面でビデオ撮影をしてきました。希望の車いすの活動に関わり始めた3年前

から現在に至るまで、ファインダーを覗く度にいつも新たな発見があり、活動の前進

と人の輪の広がりを感じています。 

みなさんの手にかかると、さびで垢だらけだった部品が次第につやつやした銀色

に光ってくる。地黒（灰色）かと思っていたゴムの部分が色白の正体を現してく

る。ペッタンコのタイヤに空気が入り、車いすの身長が少しだけ伸びる。体重測定

の後は写真撮影。最後は汚れないように傷つかないようにラップを着せられ段ボー

ルへ。そしてやっと送り出す時は、さしずめ箱入り娘の旅立ちといったところで

しょうか。本当に多くの暖かい手がかけられていることを思います。 

ビデオを撮るのは、活動の紹介のためですが、作業風景を撮影している時、ファインダー越しに様々な事に気付かさ

れます。ある方がクリーニングしているところに私がカメラを持って近づくと、車いすが写りやすくなるようにと少し横にずれてくださ

り、ご本人がフレームから外れてしまった事がありました。横にずれてくださった方は元来シャイな方だろうとは思うのですが、それと

同時に感じたのは、車いすが主役であり中心であるというその方の意識です。私はその時、車いすをクリーニングする"人"を中心に撮り

たかったし、これからも度々そうするでしょう。けれども"車いす"の方を中心に捉えるその方の意識は、とても真摯な態度として表れ、

フレームから外れてしまったのです。被写体がフレームアウトしたショットはNGとしましたが、この出来事は忘れられない微笑ましいエ

ピソードの一つとなりました。 

作業をしている間は皆さんの豊かな表情が見てとれます。普段は楽しく冗談を言いながら作業していても、難関に突き当たると、真剣

そのものの表情に変わるのです。車いすを受け取る方達の喜びの表情をボランティアの皆さんに見せてあげられたらと思うと同時に、作

業するボランティアの方たちのこの真剣な表情、汚れた手、車いすがピカピカに蘇った時の喜びの表情を、受け取る人々にも見てほしい

と願います。 

ピカピカになった車いすを見ると、その状態が当たり前だと思われるかもしれません。元々は新品だったのですから。でも、クリーニ

ングのビフォー・アフターを見比べるとその歴然とした違いに驚きます。しかもただのピカピカではありません。一台の車いすに多くの

愛の手がかかっているのです。 

作業場はだだっ広い倉庫の様な場所ですから設備が整っていません。冬は凍える寒さですし、夏はまるで熱帯と化します。冬に朝一番

で撮影するときなど、皆さんの吐く白い息がビデオに写ります。夏にはシャツに汗が滲み、額から汗が流れるのを撮る事もあります。そ

んな姿は撮られたくないかもしれませんが、ファインダーを覗きながら、「車いすを受け取る人がこの善意の姿を見たら、きっと生活だ

けでなく、心の中にも大きな変化が起こるにちがいない」と思いました。 

お昼にはみんなでテーブルを囲みお弁当を食べます。手を休めての歓談のひと時には

笑顔満開、笑いが絶えません。ボランティアさんたちの繋がりを暖かく感じ、とても

楽しい時間です。皆さんの生き生きとした笑顔が、淋しい倉庫の様な場所をも居心地

よくしてくれるのです。 

一台の車いすを通して、寄付する人、クリーニングする人、現地に届ける人、受け取

る人、それぞれのドラマが繋がっていくことを願っています。 

理事  福原 まゆみ 
 

希望の車いすの動画 
http://www.youtube.com/user/kibounokurumaisu 

ご協力、ご寄付ありがとうございました 

発 行 責 任 者  メリー・ペナー ： 

事 務 局  〒176-0012 東京都練馬区豊玉北1-12-3 聖書キリスト教会内 5階 ： 

T e l / F a x  03-5934-4004 ： 

E メ ー ル  info@k-kurumaisu.org ： 

ホームページ  www.k-kurumaisu.org ： 

郵 便 振 替  00180－3－686314  NPO法人希望の車いす ： 

銀 行 振 込  みずほ銀行 本八幡支店 普通1130823 NPO法人希望の車いす ： 

収    入 支    出 

団体寄付金 803,003 事務管理費 2,889,978 

個人寄付金 721,528 事業費 1,015,122 

企業寄付金 760,236 ※事務管理費： 

 事務手当、広告宣伝費 

※事業費： 

 輸送費  

集会寄付金 500,800 

個人会費 160,000 

団体会費 70,000 

助成金 500,000 計 3,905,100 

雑収入 6,290 繰越 721,137 

計 3,521,857 合計 4,626,237 

未払い金 485,800  

繰越 618,580 

合計 4,626,237 

2010年度会計報告 2010.04.01～2011.03.31  

Nihon Block Imaging, 株式会社FUJITA, Wheelchairs And Friendship Center of Asia, 

Thailand (WAFCAT)C/O DENSO (Thailand) Co., Ltd., 伊藤忠商事株式会社, ア

イ．ティー．シーネットワーク株式会社, 株式会社ITCNアシスト, ITOCHU 

(Thailand) Ltd., 安藤建設株式会社, 聖書キリスト教会, 田園グレースチャペル, 

安藤建設株式会社, 株式会社エイチ・アイ・エス / バリアフリートラベルデ

スク, 東京ユニオンチャーチ, 豊島北教会 日曜学校, 株式会社 玄人, イエ

スキリスト栗原聖書バプテスト教会, 梅津 ナンシー, 品川 幸人（ユニーク

デザイン SKIP）, 七沢更生ライトホーム, 中庭 由美子, 水戸針きゅう院, 

佐藤 公威, 田坂, 保守バプテスト津田沼教会, 水戸聖書バプテスト教会, 佐

藤 照雄・幸子, 保守バプテスト 日本宣教団, 東京ろうあバプテスト教会, 

山形ろう者キリスト教会, 日本盲人キリスト教伝道協議会, 久留米キリスト教

会, 葛野 隆紹, 南田 政浩, NPO Vハート, 東かがわ家の教会, 貝塚 清

美・麻名, ペナー・マーク、メリー, 磯野 潔, 宇佐 公興 (敬称略) 

ファインダーから覗いた希望の車いす   


